
議案１ 
 
１ 届出内容 

（新設 届出年月日：平成 30 年１月 24日 根拠条文：法 5-1 条例審議：平成 29年 12 月） 

名 称 （仮称）トンボプラザ 

所在地 明石市硯町三丁目455-１ほか 

設置者 オリックス株式会社 

小売業者の名称（業態） 物品販売業を営む店舗（家電製品、衣料品、カー用品等） 

新設年月日 平成 30 年９月 25 日 

店舗面積、延べ面積、 

建築面積、敷地面積 

4,210 ㎡、5,315 ㎡ 

5,378 ㎡、14,165 ㎡ 

用途地域 工業地域 

騒音に係る基準 環境基準：Ｃ類型   規制基準：第４種 

駐車収容台数 

183 台（全体台数 207 台）≧必要台数 183 台  

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 － 

駐輪収容台数 128 台 

荷さばき施設面積 116 ㎡ 

廃棄物等保管容量 54.3 ㎥ 

営業時間 午前９時から午後９時 45分まで 

駐車場の利用時間 午前８時 30 分から午後 10 時まで 

駐車場の出入口の数 出入口２箇所 

荷さばき施設の利用時間帯 午前６時から午後 10 時まで 

 

 

２ 法第８条第１項の規定による市町の意見及び同条第２項の規定による住民等の意見 

市町の意見の有無 意見提出あり 

住民等の意見の有無 意見提出なし 

 



３ 重要事項 

（１）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数183台に対し、届出駐車台数を183台確保する。 

〔指針式〕4.210千㎡×974人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率70％÷平均乗車人員2.0 
×平均駐車時間係数0.89 ≒183台 

※併設施設の割合：643㎡（非物販）／4,210㎡（物販）＝15.3%（＜20%）  

 ② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ピーク１時間当たりの来店自動車台数 

〔指針式〕4.210千㎡×974人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率70％÷平均乗車人員2.0 ≒ 207台 

○商圏（店舗を中心に半径２km）を６方面①～⑥に分け、各方面別の世帯数比で207台／

ｈを各地域からの経路に配分する。 
 

ゾーン 世帯数(世帯) 配分比（％） 来退店ピーク台数（台／ｈ） 

①  8,368 26.6 55 

②  3,934 12.5 26 

③  7,207 22.9 47 

④  5,716 18.1 38 

⑤  672 2.1 4 

⑥  5,600 17.8 37 

計 31,497 100.0 207 

 

 

 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔平成29年7月9日(日)、7月26日(水)〕に上記で算出した発生台数217

台を加えて、交差点需要率及び車線別混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ いずれの交差点においても、ピーク時間帯において交通処理は可能と考えられる。 

 

 

（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１ 
（和坂） 

 
平： 16時台 
休： 15時台 

0.703 0.738 0.724 0.779  

0.65 
0.51 
0.68 
0.16 
0.76 
0.08 
0.11 
0.60 
0.31 

0.63 
0.50 
0.70 
0.13 
0.67 
0.22 
0.18 
0.71 
0.65 

0.71 
0.51 
0.68 
0.17 
0.76 
0.22 
0.17 
0.65 
0.36 

0.70 
0.50 
0.70 
0.14 
0.67 
0.41 
0.25 
0.77 
0.70 

北流入直左 
北流入右折 
南流入直左 
南流入右折 
西流入直左 
西流入右折 
東流入左折 
東流入直進 
東流入右折 



調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点２ 
（林小学校前） 

 
平： 17時台 
休： 15時台 

0.498 0.483 0.648 0.632  

0.38 
0.36 
0.06 
0.63 
0.01 
0.41 
0.18 

0.39 
0.45 
0.06 
0.59 
0.01 
0.43 
0.18 

0.83 
0.45 
0.07 
0.67 
0.01 
0.41 
0.24 

0.86 
0.54 
0.07 
0.63 
0.01 
0.43 
0.24 

北流入直左 
北流入右折 
南流入直左右 
西流入直左 
西流入右折 
東流入直左 
東流入右折 

 

ウ 駐車場出入口の交通処理（右折入庫）検討 

○右折入出庫の運用を行う出入口について、信号機のない交差点の交通容量の計算法（西

ドイツの計算法）により評価 
○遅れの指標は「遅れなし」となり、出入口①における右折入庫による周辺交通への影響

は軽微と考えられる。 

（主道路：市道林船上６号線、従道路：出入口） 

出入口① 

（開店後）  

入庫 

市道→出入口 

平日 

(15時台) 

休日 

(13時台） 

交通容量 875 860 

実交通量 79 79 

余裕交通容量 796 781 

遅れの指標 遅れなし 遅れなし 

 

（２）騒音の発生に係る事項 県の判断 適 

① 騒音の予測・評価 

   □ 騒音の総合的な予測・評価 

予測地点 隣接地 
主な音源 

（ ）は昼間のみ 

環境基準 

（昼間） 

等価騒音 

レベル 

環境基準 

（夜間） 

等価騒音 

レベル 

Ａ（H=1.2m） 駐車場 
（来店客車両走行） 

換気設備 

60 dB 

(Ｃ類型) 

46 dB 

50 dB 

(Ｃ類型) 

  21 dB 

Ｂ（H=1.2m） 住 宅 
（来店客車両走行） 

換気設備 
53 dB   23 dB 

Ｃ（H=1.2m） 住 宅 
（来店客車両走行） 

換気設備 
47 dB   18 dB 

Ｄ（H=1.2m） 水 路 
（来店客車両走行） 

換気設備 
 53 dB   26 dB 

Ｅ（H=1.2m） 住 宅 
（来店客車両走行） 

換気設備 
 52 dB   32 dB 

Ｆ（H=1.2m） 商業施設 
（来店客車両走行） 

換気設備 
  48 dB   44 dB 

 ※各予測地点において、騒音が最大となる高さについてのみ結果を掲載 

・全ての予測地点の昼間・夜間ともに環境基準を満足する。 



□ 発生する騒音ごとの予測・評価 

予測地点 隣接地 主な音源 規制基準 騒音レベル 

ａ （H=1.2m） 道 路 換気設備 

60 dB 

(第４種) 

17 dB 

ｂ （H=1.2m） 住 宅 換気設備 16 dB 

ｃ （H=1.2m） 住 宅 換気設備 11 dB 

ｄ （H=1.2m） 水 路 換気設備 18 dB 

ｅ （H=1.2m） 住 宅 換気設備 29 dB 

ｆ （H=4.7m） 商業施設 換気設備 41 dB 

※各予測地点において、騒音が最大となる高さについてのみ結果を掲載 

・全ての予測地点において規制基準を満足する。 

 

（３）廃棄物等に係る事項 県の判断 適 

○指針の容量を確保する。（廃棄物保管容量 54.3 ｍ３ ＞ 指針 19.59 ｍ３） 

廃棄物の種類 平均保管日数 予測排出量 合  計 

紙製廃棄物等 

１日 

8.76 m３ 

19.59 m３ 

金属製廃棄物等 0.29 m３ 

ガラス製廃棄物等 0.25 m３ 

プラスティック製廃棄物等 5.40 m３ 

生ゴミ等 1.29 m３ 

その他可燃性廃棄物等 0.60 m３ 

○リサイクル品（再利用対象物）保管施設 

分別回収を行い、リサイクル可能な廃棄物は、業者に引き渡す。 

 

（４）その他の指針関係事項 県の判断 適 

① 歩行者の通行の利便の確保のための計画 

・歩行者・自転車用出入口を設け、専用通路を設置することにより歩車分離を図る。 

② 防犯・防災対策への協力 

・ 関係機関からの要請があれば検討する。 

③ 街並みづくり等への配慮 

・「明石市都市景観条例」、「明石市屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観との調和に努め

た計画とする。 
・｢環境の保全と創造に関する条例｣に基づき、緑化基準に従い、敷地・建築物の緑化を行う。 
＜必要緑化面積＞ 

 14,165 ㎡×（100％－建ぺい率 60％）×50%＝2,833 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

1,648㎡（平面）＋616㎡（壁面）＋691㎡（屋上）＝2,955㎡＞2,833㎡ 
 

４ 法第８条第１項の規定により明石市から聴取した意見 

意見内容 設置者の対応 県の判断 

出入口に面した西側道路（市道林船上６

号線）が通学路となっていることから、以

下の２点について努められたい。 

・登下校時に交通整理員の２名以上の配置

及び通学路と認識できる看板の設置によ

・敷地西側の前面道路は通学路に指定

されております。しかし、通学路の

見直しがあり、現在、出入口前の歩

道は指定されておらず、向かい側の

歩道のみとなっています。なお、下

設置者から

対応する旨

の回答があ

り、意見を

有しない。 



る児童の安全確保 

・午後９時から翌午前 10時までの出入口の

封鎖による児童の登校時の安全確保 

 

 

校時において、生徒の通るおそれが

あることから、「通学路注意」の看

板を設置し、注意喚起したいと考え

ております。また、整理員について

は、オープン時や多くの来客の予想

される繁忙時に配置し、安全確保に

努めます。 

 

 

５ 県が近隣市から聴取した意見 

意見内容 設置者の対応 県の判断 

【神戸市】 

・意見なし 

 

－ － 

 

６ 法第８条第２項の規定により住民等から述べられた意見 

意見内容 設置者の対応 県の判断 

・意見なし － － 

 

７ 関係機関からの意見 

意見内容 設置者の対応 県の判断 

［兵庫県警察本部交通規制課］ 

１ 案内誘導看板の設置について 

・案内誘導看板の設置箇所については、事

前に明石警察署長と調整されたい。 

２ 来退店経路について 

・来退店経路を周知するように広報を徹底

されたい。 

 

３ 店舗出入口への交通整理員の配置につ

いて 

・繁忙日等については、交通整理員を配置

し、交通の安全を確保されたい。 

 

４ 周辺地域の生活環境の保持について 

・開店から当分の間、周辺交通の支障の有

無を確認されたい。 

・問題が発生した場合は、必要な対策を講

じ、関係機関に報告されたい。 

 

［環境整備課］ 

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び

兵庫県廃棄物処理計画に基づき、廃棄物

の適正処理、排出抑制及び再生利用に努

めること。 

・レジ袋の削減、過剰包装の抑制等による

廃棄物の減量に努めること。 

・店舗に資源ごみ等の回収ボックスを設置

する場合は、事前に明石市に相談のうえ

 

 

・案内誘導看板を設置する際は、事前

に明石警察署と調整します。 

 

・来退店経路については、オープン時

のチラシ掲載等によってお客さま

に周知します。 

 

 

・オープン時や多客の予想される繁忙

時には出入口に交通整理員を配置

し、安全確保に努めます。 

 

・開業後、周辺交通の支障の有無を確

認します。 

・何か問題が生じれば、関係機関と相

談の上、対策を検討します。 

 

 

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

及び兵庫県廃棄物処理計画に基づ

き、廃棄物は適正に処理し、排出抑

制及び再生利用に努めます。 

・レジ袋の削減、過剰包装の抑制等に

よる廃棄物の減量に努めます。 

・店舗に資源ごみ等の回収ボックスを

設置する場合は、事前に明石市に相

 

設置者から

対応する旨

の回答があ

り、意見を有

しない。 



慎重に判断すること。 

 

［下水道課］ 

・汚水及び雨水排水計画にあっては、市（下

水道管理者）と十分調整すること。 

・県では、雨水に強いまちづくりを目指し、

雨水の浸透・貯留などによる流出抑制、

適切な水循環・再利用を推進している。

施設の整備にあたっては、透水性舗装、

浸透管渠、浸透マス、雨水貯留・再利用

施設の設置等について配慮すること。 

 

［総合治水課］ 

・総合治水条例第 11 条により、規模が１ha

以上であって、浸水による被害を発生さ

せる可能性が高まる開発行為を行う場合

は、総合治水条例に基づき、開発行為を

あらかじめ届け出る義務があるため、開

発者におかれては、加古川土木事務所と

事前に協議されたい。 

・総合治水条例第 21 条第 1項に関し、計画

されている緑化やグラスパーキングなど

の施設は、雨水の浸透・貯留効果が期待

できることから、その施設の設置と機能

の維持に努められたい。 

・総合治水条例第 21 条第 2項により、工場

その他の大規模な建物又は工作物におい

ては、その敷地又は地下に雨水を貯留す

る設備を設置すること等により、これら

の建物又は工作物に雨水貯留浸透機能を

備えることに努められたい。 

・今回計画区域が浸水想定区域に含まれて

いるため、総合治水条例第 44条により、

建物又は工作物の所有者等は、建物又は

工作物の床を高くし、建物等の機能の維

持に重要な電気設備等を高所に設置し、

地階への雨水の流入を防ぐ等の浸水によ

る被害を軽減する耐水機能を建物等に備

え、その耐水機能の維持に努められたい。 

 

［都市政策課］ 

・環境の保全と創造に関する条例では、建

築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以上

の場合、同条例施行規則で定める緑化基

準に従い、当該建築物又はその敷地を緑

化しなければならない規定があるので留

意されたい。また、新築又は増築等に係

る建築面積が 1,000 ㎡以上の場合、同緑

化基準に従い、建築物等緑化計画届を作

成し、建築確認申請前に提出すること。 

談します。 

 

 

・汚水及び雨水の排水については、市

（下水道管理者）と協議し、計画し

ています。 

・駐車場内にはグラスパーキングを設

け、雨水流出の抑制に努めます。 

 

 

 

 

 

・加古川土木事務所と協議し、総合

治水条例に基づく、開発行為の届

出手続を行います。 

 

 

 

 

・雨水の流出を抑制する対策として、

駐車場内のグラスパーキングを整

備するとともに透水性舗装等を検

討します。 

 

・敷地内の雨水枡は、浸透枡とし、

雨水の流出抑制に努めます。 

 

 

 

 

・また、電気設備(キュービクル)は、

床を少し高くし、浸水による被害を

軽減する耐水機能の維持に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

・環境の保全と創造に関する条例の緑

化基準に従い計画し、建築物等緑化

計画届を提出します。 

 

 

 

 

 

 



・兵庫県まちづくり基本条例による事業者

の責務に基づき、地域と一体となったま

ちづくりを進める観点から、今後とも地

元との十分な話し合いによる事業の展開

を求める。 

・福祉のまちづくり条例では、新築建築物

はバリアフリーに関する整備基準に適合

させ、既存建築物は適合に努めなければ

ならない。（利用者の立場に立ち、誰で

も使いやすい施設となるよう「福祉のま

ちづくりアドバイザー」が施設の点検・

助言を行うチェック＆アドバイス制度を

活用いただきたい。）また、新築・既存

にかかわらず、敷地内建築物の延べ面積

が 10,000 ㎡以上あれば、バリアフリー情

報を公表しなければならないので、留意

されたい。 

 

［景観形成室］ 

・本事業計画には、景観法、明石市都市景

観条例、兵庫県屋外広告物条例（平成 30

年４月１日以降は、明石市屋外広告物条

例）が適用される。各法令に基づく基準

等を遵守するとともに、申請等必要な手

続を適切に行われたい。 

・なお、明石市において景観法に基づく景

観計画は未策定だが、今後、策定された

場合は、同景観計画に基づく基準が適用

されるので、注意すること。 

 

・地元自治会や近隣の方へは、任意の

説明会を実施し、事前説明しており

ます。また、開業後において、問題

が発生した際には、解決に向け誠意

をもって対応します。 

・福祉のまちづくり条例を遵守しま

す。なお、本施設の延床面積の合計

は 10,000 ㎡未満です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・景観法、明石市都市景観条例、兵

庫県屋外広告物条例の基準を遵守

し、必要な手続を行います。 

 

 

 

・明石市の景観法に基づく景観計画が

施行されれば、同景観計画を遵守し

ます。 

 

 

 

８ 法第８条第４項の規定による意見(案) 

県の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき作業を行う場合は、誘導員を配置し、来

客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時は、駐車場出入口に交通整理員を配置し、安全かつ円滑

な出入庫を図ること。 

４ 店舗周辺の道路は通学路となっていることから、来客に安全運

転を周知し、歩行者等の安全な通行の確保に努めること。 

５ 敷地内で計画されている緑地の適切な維持管理に努めること。 

 



議案２ 

 

１ 基本計画書内容（提出年月日 平成 30 年５月 21 日：根拠条文：条例３－１） 

名 称（新築等の区分）  （仮称）塚口さんさんタウン 新三番館 （新築） 

所在地 尼崎市南塚口町二丁目 865 番地 

事業者 野村不動産株式会社 

施設の用途 食料品、衣料品、日用品等 

開店時期、 着工時期 平成 34 年（予定）  平成 31年 

施設面積 

（広域土地利用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対象面積） 
9,213 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の面積 5,517 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 57,716 ㎡ 、6,486 ㎡ 

用途地域等 商業地域 

駐車場の収容台数 

75 台(全体台数 75台) ≧ 必要台数 72 台 

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 － 

営業時間  午前７時から翌午前０時まで、一部 24時間 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、広域土地利用プログラムの「広域商業ゾーン」となっており、床面積の上限に

ついて制限がない地域となっている。 

○ 計画地は、尼崎市都市計画マスタープランにおいて業務機能や広域的な商業施設の集積を
図り、高度利用を促進するとともに、老朽建築物などの機能更新を促進する地区と位置付け
ているため、本計画については、特に支障がないと判断する。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合すると判断する。 
 
 
 
 



（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数72台に対し、来客用駐車台数を75台確保する。 

〔指針式〕5.517千㎡×1,390人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率13.05％÷平均乗車人員2.0人/台 
×平均駐車時間係数1.006 ≒72台 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 

〔指針式〕5.517千㎡×1,390人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率13.05％÷平均乗車人員2.0人/
台≒72台 

○ 商圏（店舗を中心に半径1.0km）を２方面に分け、各方面別の世帯数比で72台／ｈを

各地域からの経路に配分する。 

ゾーン 
世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来 退 店 ピ ー ク 台 数 
（台／ｈ） 

ア（東） 11,791 45.8 33 

イ（西） 13,933 54.2 39 

計 25,724 100.0 72 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔平成29年４月19日(水)、23日(日)〕に、上記で算出した発生台数 

72台を加えて、交差点需要率及び車線別混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ 交通処理は可能と考えられる。 

 
（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１ 
（計画地南西） 

 
平： 14時台 
休： 14時台 

0.166 0.139 0.234 0.203  

0.161 
0.213 
0.226 

0.105 
0.215 
0.195 

0.277 
0.235 
0.277 

0.286 
0.214 
0.222 

北流入左直右 
東流入左直右 
西流入左直右 

 
 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地から概ね500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路以外

の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、阪急塚口駅があるが、駅改札口から計画地の駐車場出入口まで約140
ｍあり駅利用者への影響は軽微と考える。  

 



（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関す

る配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 「景観法」、「尼崎市都市美形成条例」、「尼崎市屋外広告物条例」に基づき、周辺の

景観との調和に努めた計画とする。 
○  ｢環境の保全と創造に関する条例｣に基づき、緑化基準に従い、敷地・建築物の緑化を行

う。 
＜必要緑化面積＞  

489 ㎡（屋上）＋ 390 ㎡（敷地）＝ 879 ㎡ 

 （屋 上）： 2,443.84 ㎡ × 20％ ＝ 489 ㎡ 

 （敷 地）： 6,485.56 ㎡ ×（100%－建ぺい率 80%) × 30% ＝ 390 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

377 ㎡（屋上）＋60 ㎡（公園）＋425 ㎡（壁面）＋18 ㎡（太陽光）＝ 880 ㎡ ＞ 879 ㎡ 

 （太陽光）： 37.24 ㎡ × 1/2 ＝ 18 ㎡ 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 県の判断 

【尼崎市】 

（都市計画の観点からの意見） 

・阪急塚口駅周辺では、業務機能や広域的

な商業施設の集積を図り、高度利用を促

進するとともに、老朽建築物などの機能

更新を促進している。本計画はこの整備

方針に沿うものとなっており、支障がな

いと判断する。 

 

（その他計画等に関する意見） 

・尼崎市住環境整備条例の規定を遵守する

こと。 

・尼崎市の環境をまもる条例の規定を遵守

すること。 

・尼崎市建築物における駐車施設の附置等

に関する条例の規定を遵守すること。 

・駐車場法第 11条の規定に基づく技術的基

準を遵守すること。 

・尼崎市屋外広告物条例の規定を遵守する

こと。 

・当該施設は「尼崎市自転車等の放置の防

止に関する条例」で附置義務を課してい

る商業地域内であることから、自転車駐

車場の設置義務があり、所定の手続を行

うこと。 

・自転車・原動機付自転車での来客に対し、

自転車駐車場に駐車するような誘導を行

い、また、当該施設周辺の公道上に駐車

させないこと。（周辺道路は自転車等放

置禁止区域に指定されており、自転車等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・尼崎市住環境整備条例の規定を遵守し

ます。 

・尼崎市の環境をまもる条例の規定を遵

守します。 

・尼崎市建築物における駐車施設の附置

等に関する条例の規定を遵守します。 

・駐車場法第 11 条の規定に基づく技術

的基準を遵守します。 

・尼崎市屋外広告物条例の規定を遵守し

ます。 

・当該施設は「尼崎市自転車等の放置の

防止に関する条例」で附置義務を課し

ている商業地域内であることから、自

転車駐車場の設置義務があるため、所

定の手続を行います。 

・自転車・原動機付自転車での来客に対

し、看板等により自転車駐車場に駐車

するような誘導を行い、また、当該施

設周辺の公道上に駐車させないよう

にします。 

事 業 者 か

ら 対 応 す

る 旨 の 回

答があり、

意 見 を 有

しない。 



を駐輪したときは、撤去の対象となる。） 

 

【伊丹市】 

・意見なし 

 

 

 

－ 

【兵庫県警交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

・案内誘導看板の設置箇所については、事

前に尼崎北警察署長と調整されたい。 

２ 来退店経路について 

・来店経路を周知するように広報を徹底さ

れたい。 

３ 店舗出入口への交通整理員の配置につ

いて 

・店舗出入口に交通整理員を常時配置して

安全に配意するとともに、荷さばき施設

に車両が出入庫する際には、交通整理員

による車両誘導を行われたい。 

・繁忙日等については、交通整理員を増員

配置し、交通の安全を確保されたい。 

４ 駐車場及び駐車場設備について 

・阪急塚口駅前で歩行者交通の多い場所で

あり、駐車場は終日利用可能であること

から、車両が駐車場出入口を通過する際

に作動する回転灯等による歩行者対策を

検討されたい。 

・地下２階駐車場におけるスロープと施設

内通路の合流部分については、路面標示

等の追加によって速度抑制及び注意喚起

を実施し、安全と円滑な通行に配意され

たい。 

５ 駐車場対策について 

・来店した入庫待ち車両が、店舗周辺の公

道上に滞留しないように留意されたい。 

 

【総合治水課】 

・総合治水条例第21条第１項により、駐車

場などの広い土地を利用した施設につい

ては、雨水が浸透する舗装を施すなど、

雨水を一時的に貯留し、又は地下に浸透

させる措置を講ずることに努められた

い。 

・総合治水条例第21条第２項により、工場

などの大規模な建物又は工作物について

は、その敷地又は地下に雨水を貯留する

設備を設置すること等により、これらの

建物又は工作物に雨水貯留浸透機能を備

えることに努められたい。 

 

 

・案内誘導看板の設置箇所については、

事前に尼崎北警察署長と調整します。 

 

・来店経路を周知するように広報を徹底

します。 

 

 

・店舗出入口に交通整理員を配置して安

全に配意するとともに、荷捌き施設に

車両が出入庫する際には、交通整理員

による車両誘導を行います。 

・繁忙日等については、状況に応じ交通

整理員を増員配置し、交通の安全を確

保します。 

・阪急塚口駅前で歩行者交通の多い場所

であり、駐車場は終日利用可能である

ことから、車両が駐車場出入口を通過

する際に作動する回転灯等による歩

行者対策を検討します。 

・地下２階駐車場におけるスロープと施

設内通路の合流部分については、路面

標示等の追加によって速度抑制及び

注意喚起を実施し、安全と円滑に配意

します。 

 

・来店した入庫待ち車両が、店舗周辺の

公道上に滞留しないように留意しま

す。 

 

・尼崎市下水道局建設部の指導に基づ

き、雨水の地下への浸透に努めます。 

・尼崎市下水道局建設部の指導に基づ

き、雨水の地下への浸透に努めます。 

・耐水機能を建物等に備える計画を目指

します。 

 

 

 

 

 

 

事 業 者 か

ら 対 応 す

る 旨 の 回

答があり、

意 見 を 有

しない。 



・今回計画区域が浸水想定区域に含まれて

いるため、総合治水条例第 44条により、

建物又は工作物の所有者等は、建物又は

工作物の床を高くし、建物等の機能の維

持に重要な電気設備等を高所に設置し、

地階への雨水の流入を防ぐ等の浸水によ

る被害を軽減する耐水機能を建物等に備

え、その耐水機能の維持に努められたい。 

【都市政策課】 

・環境の保全と創造に関する条例では、建

築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以上

の場合、同条例施行規則で定める緑化基

準に従い、当該建築物又はその敷地を緑

化しなければならない規定があるので留

意されたい。 

・また、新築又は増築等に係る建築面積が

1,000 ㎡以上の場合、同緑化基準に従い、

建築物等緑化計画届を作成し、建築確認

申請前に提出すること。 

・兵庫県まちづくり基本条例による事業者

の責務に基づき、地域と一体となったま

ちづくりを進める観点から、今後とも地

元との十分な話し合いによる事業の展開

に努められたい。 

・福祉のまちづくり条例では、新築建築物

はバリアフリーに関する整備基準に適合

させ、既存建築物は適合に努めなければ

ならない。（利用者の立場に立ち、誰で

も使いやすい施設となるよう「福祉のま

ちづくりアドバイザー」が施設の点検・

助言を行うチェック＆アドバイス制度を

活用いただきたい。） 

・また、新築・既存にかかわらず、敷地内

建築物の延べ面積が 10,000 ㎡以上あれ

ば、バリアフリー情報を公表しなければ

ならないので、留意されたい。 

 

【景観形成室】 

・本事業計画には、景観法、尼崎市都市美

形成条例、尼崎市屋外広告物条例が適用

される。 

・各法令に基づく基準等を遵守するととも

に、申請等必要な手続を適切に行われた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境の保全と創造に関する条例に基づ

く緑地を確保し、緑化基準に従い、建

築物等緑化計画届を作成し、建築確認

申請前に提出します。 

 

 

・兵庫県まちづくり基本条例による事業

者の責務に基づき、地域と一体となっ

たまちづくりを進める観点から、地元

と十分に話し合い事業を展開します。 

 

 

 

 

 

・福祉のまちづくり条例を遵守し、当該

建物をバリアフリーに関する整備基

準に適合させます。 

 

 

 

 

 

・敷地内建築物の延べ面積が 10,000 ㎡

以上であるため、バリアフリー情報を

公表します。 

 

 

 

・景観法、尼崎市都市美形成条例、尼崎

市屋外広告物条例を遵守します。 

 

・各法令に基づく基準等を遵守するとと

もに、申請等必要な手続を適切に行い

ます。 

 

 

 



 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 荷さばき作業を行う場合は、尼崎市道笠ノ池塚口線における安

全かつ円滑な通行を妨げないよう常時誘導員を配置するなど対

策を講じること。 

３ 繁忙時は、駐車場の出入口に交通整理員を配置し、安全かつ円

滑な出入庫を図ること。 

４ 建築物や屋外広告物については、周辺環境にふさわしい外観及

び形態に配慮したものとするとともに、敷地内の積極的な緑化

や、緑地の適切な維持管理に努めること。また、緑地の計画につ

いては、位置や樹種に配慮した効果的な修景に努めること。 

 



議案３ 

 

１ 基本計画書内容（提出年月日 平成 30 年５月 21 日：根拠条文：条例３－１） 

名 称（新築等の区分）  （仮称）ドラッグコスモス北在家店 （新築） 

所在地 加古川市加古川町北在家 2677 番ほか 

事業者 株式会社コスモス薬品 

施設の用途 医薬品等 

開店時期、 着工時期 平成 31 年 2 月頃  平成 30年８月頃 

施設面積 

（広域土地利用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対象面積） 
2,680 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の面積 1,202 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 2,680 ㎡ 、2,227 ㎡ 

用途地域等 近隣商業地域、第二種住居地域 

駐車場の収容台数 

34 台(全体台数 39台) ≧ 必要台数 34 台 

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 － 

営業時間  午前９時から午後９時 45 分まで 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、広域土地利用プログラムの「商業ゾーン以外」の地域で、床面積の上限が6,000

㎡であるが、計画店舗の床面積はこれを下回る2,680㎡である。 

○ 計画地は、加古川市都市計画マスタープランの土地利用方針において、商業系及び住宅系
に位置付けられており、幹線道路から沿道利用が可能な施設計画となっているため、特に支
障がないと判断する。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 
 
 
 
 



（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数34台に対し、来客用駐車台数を34台確保する。 

〔指針式〕1.202千㎡×1,064人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率60％÷平均乗車人員2.0人/台 
×平均駐車時間係数0.61 ≒34台 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 

〔指針式〕1.202千㎡×1,064人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率60％÷平均乗車人員2.0人/台 
≒55台 

○ 商圏（店舗を中心に半径2.0km）を５方面に分け、各方面別の世帯数比で55台／ｈを

各地域からの経路に配分する。 

ゾーン 
世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来 退 店 ピ ー ク 台 数 
（台／ｈ） 

①  9,996 30.6 17 

②  4,840 14.8 8 

③  6,822 20.9 11 

④  10,029 30.7 17 

⑤  988 3.0 2 

計 32,675 100.0 55 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔平成30年２月25日(日)、26日(月)〕に、上記で算出した発生台数 

55台を加えて、交差点需要率及び車線別混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ 交通処理は可能と考えられる。 

 
（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１ 
（平野西） 

 
平： 17時台 
休： 11時台 

0.443 0.443 0.444 0.444  

0.36 
0.44 
0.54 
0.19 
0.68 
0.25 
0.06 
0.37 

0.43 
0.48 
0.54 
0.22 
0.61 
0.31 
0.05 
0.45 

0.36 
0.44 
0.54 
0.28 
0.68 
0.27 
0.06 
0.38 

0.43 
0.49 
0.54 
0.32 
0.61 
0.33 
0.05 
0.45 

北流入左折 
北流入直進 
南流入直進 
南流入右折 
西流入直左 
西流入右折 
東流入左折 
東流入右折 

地点２ 
（加古川市役所北） 

 
平： 17時台 
休： 12時台 

0.416 0.424 0.425 0.434  

0.37 
0.17 
0.14 
0.25 
0.53 
0.01 

0.49 
0.21 
0.12 
0.28 
0.45 
0.01 

0.37 
0.21 
0.14 
0.27 
0.54 
0.01 

0.49 
0.25 
0.12 
0.30 
0.46 
0.01 

北流入直進 
北流入右折 
南流入左折 
南流入直進 
東流入直左 
東流入右折 



 

ウ 駐車場出入口の交通処理（右折出入庫）検討 

○右折出入庫の運用を行う出入口について、信号機のない交差点の交通容量の計算法（西

ドイツの計算法）により評価 
○出入口①の右折入庫及び出入口③の右折出庫にかかる遅れの指標は、いずれも「遅れな

し」となり、周辺交通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：市道北在家区画道路 72号線、従道路：出入口） 

出入口① 

  

入庫 

市道→出入口 

平日 

(18時台) 

休日 

(14時台） 

交通容量 1,190 1,195 

実交通量 38 38 

余裕交通容量 1,152 1,157 

遅れの指標 遅れなし 遅れなし 

 
 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地から概ね500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路以外

の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、加古川市役所、郵便局、公園等がありますが、それら施設と十分な離

隔を確保しているため、与える影響はないと考える。  
 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する

配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 「加古川市景観まちづくり条例」、「兵庫県屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観との

調和に努めた計画とする。 
○ ｢環境の保全と創造に関する条例｣に基づき、緑化基準に従い、敷地・建築物の緑化を行う。 
＜必要緑化面積＞ 

1,995 ㎡ ×（100%－建ぺい率 84.4%) × 50% ＝ 156 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

166 ㎡（敷地） ＞ 156 ㎡ 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 県の判断 

【加古川市】 

（都市計画の観点からの意見） 

・計画地において、加古川市都市計画マスタ

ープラン（平成29年４月）の土地利用方針

では、商業系及び住宅系に位置づけられて

おり、幹線道路である市道平野西河原線、

市役所線から沿道利用が可能な施設計画

をしていることから、特に問題はないと判

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 者 か

ら 対 応 す

る 旨 の 回

答があり、

意 見 を 有

しない。 

出入口③ 

  

出庫 

出入口→市道 

平日 

(18時台) 

休日 

(14時台） 

交通容量 715 735 

実交通量 38 38 

余裕交通容量 677 697 

遅れの指標 遅れなし 遅れなし 



断する。 

（その他計画等に関する意見） 

【環境第１課】 

・事業系のごみは市では収集しないため、市

が許可した業者に収集委託するなどの措

置を取られたい。 

【道路保全課】 

・市道に係る工事については道路法第 24 条

申請をされたい。 

【都市計画課】 

・用途地域界（第２種住居地域/近隣商業地

域（容積率 200％）/近隣商業地域（容積率

300％））、高度地区界（第４種高度地区/

無指定/無指定）、防火・準防火地域界（無

指定/準防火地域/準防火地域）があるの

で、別添の図面を参考に記載されたい。 

・広告物の表示面積の合計が、10 ㎡を超えて

いる場合は許可の申請が必要となる。 

・景観まちづくり条例に基づく大規模建築物

等行為届が必要となる。 

【開発指導課】 

・開発許可等不要証明申請書を申請された

い。 

【建築指導課】 

・近隣商業地域のため、準防火地域になるの

で、その他地域地区等の欄に記載された

い。 

【配水課】 

・加古川市給水条例に従われたい。 

・消防水利に基づき計画されたい。 

・当該集客施設の給水計画については、当課

給水係と事前協議されたい。 

・給水装置工事のうち、給水方式（受水槽、

３階直圧、増圧給水）及びφ40mm 以上の給

水管を敷設する場合等は、配水課へ給水事

前 協 議 書 を 提 出 さ れ た い 。 （ 既 設

0109-00231（φ20mm）・0109-01421（φ13mm）

あり） 

【文化財調査研究センター】 

・埋蔵文化財包蔵地「（294）粟津遺跡」の

範囲に該当する。 

・文化財保護法第 93 条により、発掘届の提

出が必要となる。 

・工事図面等資料を準備し、工事着手の 60

日前までに文化財調査研究センターへ提

出されたい。 

【少年愛護センター】 

 

 

 

・廃棄物については、市の許可業者へ

収集・運搬を委託します。 

 

 

・市道に係る工事については、道路法

第 24条申請の手続きを行います。 

 

・用途地域界、高度地区界、防火・準

防火地域界を考慮し計画します。 

 

 

 

 

・広告物の許可申請手続きを行います。 

 

・景観まちづくり条例に基づく大規模

建築物等行為届出を行います。 

 

・開発許可等不要証明申請の手続きを

行います。 

 

・その他地域地区等の欄に、準防火地

域を記載します。 

 

 

・加古川市給水条例に従います。 

・消防水利に基づき計画します。 

・給水計画については、配水課と協議

します。 

・給水装置工事において、給水方式（受

水槽、３階直圧、増圧給水）及びφ

40mm 以上の給水管を敷設する場合

は、配水課へ事前協議書を提出しま

す。 

 

 

・文化財調査研究センターと協議し、

文化財保護法の発掘届の手続きを行

います。 

 

 

 

 

 



・商品の陳列・整理について万引き等が発生

しない工夫をされたい。 

 

・警備員等を必要に応じて配置し、少年愛護

センターや警察署との連絡・連携に努めら

れたい。 

・少年補導委員、学校教職員、ＰＴＡ等の店

舗内外での補導活動（パトロール）に理解

と協力をされたい。 

・死角の少ない商品陳列とし、高額商

品については空箱の陳列とする等に

より、万引き対策に努めます。 

・何かあれば、少年愛護センターや警

察署等の関係機関と連絡の取れる体

制を構築します。 

・少年補導委員、学校教職員、ＰＴＡ

等の店舗内外での補導活動に協力し

ます。 

 

【兵庫県警交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

・案内誘導看板の設置箇所については、事前

に加古川警察署長と調整されたい。 

・店舗北側の外壁面の案内広告については、

Ｕターン入場禁止の文言を盛り込んで設

置されたい。 

２ 来退店経路について 

・市道市役所線からの転回による入場を禁止

するよう、来退店経路についての広報を周

知徹底されたい。 

 

・転回による来店対策は、継続して実施され

たい。 

 

３ 店舗出入口への交通整理員の配置につ

いて 

・市道市役所線からの転回による入庫を防止

するため、出入口②に交通整理員を配置

し、出入口①及び③方向へ適切に誘導され

たい。 

・繁忙日等については、交通整理員を配置し、

交通の安全を確保されたい。 

４ 駐車対策について 

・来店した入庫待ち車両が、店舗周辺の公道

上に滞留しないように留意されたい。 

 

【総合治水課】 

・総合治水条例第 21 条第１項により、駐車

場などの広い土地を利用した施設につい

ては、雨水が浸透する舗装を施すなど、雨

水を一時的に貯留し、又は地下に浸透させ

る措置を講ずることに努められたい。 

・総合治水条例第 21 条第２項により、工場

などの大規模な建物又は工作物について

は、その敷地又は地下に雨水を貯留する設

備を設置すること等により、これらの建物

 

 

・案内誘導看板を設置する際には、事

前に加古川警察署と協議します。 

・店舗北側の外壁面には、案内誘導看

板を設置し、Ｕターンの抑制に努め

ます。 

 

・来退店経路については、オープン時

のチラシに掲載し、市道市役所線か

らの転回による入場を禁止するよう

周知します。 

・転回による来店対策は、継続して実

施します。 

 

 

 

・オープン時や繁忙時には出入口②に、

交通整理員を配置し、市道市役所線か

らの転回による入庫の防止に努めま

す。 

・繁忙時には出入口に交通整理員を配

置し、安全確保に努めます。 

 

・繁忙時には出入口に交通整理員を配

置し、スムーズな入庫に努めます。 

 

 

・雨水の流出を抑制する対策として、

敷地内の雨水枡については、浸透枡

を検討します。 

・電気設備(キュービクル)は、床を少

し高くし、浸水による被害を軽減す

る耐水機能の維持に努めます。 

 

 

 

事 業 者 か

ら 対 応 す

る 旨 の 回

答があり、

意 見 を 有

しない。 



又は工作物に雨水貯留浸透機能を備える

ことに努められたい。 

・今回計画区域が浸水想定区域に含まれてい

るため、総合治水条例第 44 条により、建

物又は工作物の所有者等は、建物又は工作

物の床を高くし、建物等の機能の維持に重

要な電気設備等を高所に設置し、地階への

雨水の流入を防ぐ等の浸水による被害を

軽減する耐水機能を建物等に備え、その耐

水機能の維持に努められたい。 

 

【都市政策課】 

・環境の保全と創造に関する条例では、建築

面積又はその敷地面積が1,000㎡以上の場

合、同条例施行規則で定める緑化基準に従

い、当該建築物又はその敷地を緑化しなけ

ればならない規定があるので留意された

い。また、新築又は増築等に係る建築面積

が1,000㎡以上の場合、同緑化基準に従い、

建築物等緑化計画届を作成し、建築確認申

請前に提出されたい。 

・兵庫県まちづくり基本条例による事業者の

責務に基づき、地域と一体となったまちづ

くりを進める観点から、今後とも地元との

十分な話し合いによる事業の展開をされ

たい。 

・福祉のまちづくり条例では、新築建築物は

バリアフリーに関する整備基準に適合さ

せ、既存建築物は適合に努めなければなら

ない。（利用者の立場に立ち、誰でも使い

やすい施設となるよう「福祉のまちづくり

アドバイザー」が施設の点検・助言を行う

チェック＆アドバイス制度を活用いただ

きたい。） 

また、新築・既存にかかわらず、敷地内建

築物の延べ面積が 10,000 ㎡以上あれば、

バリアフリー情報を公表しなければなら

ないので、留意されたい。 

 

【景観形成室】 

・本事業計画には、加古川市景観まちづくり

条例、兵庫県屋外広告物条例が適用され

る。 

・各法令に基づく基準等を遵守するととも

に、申請等必要な手続を適切に行われた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境の保全と創造に関する条例の緑

化基準に従い計画し、建築物等緑化

計画届を提出します。 

 

 

 

 

 

 

・地元自治会や近隣の方へは、任意の

説明会を実施し、事前説明しており

ます。また、開業後において、問題

が発生した際には、解決に向け誠意

をもって対応します。 

・福祉のまちづくり条例を遵守します。

なお、本施設の延床面積の合計は

10,000 ㎡未満です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・加古川市景観まちづくり条例、兵庫

県屋外広告物条例の基準を遵守し、

必要な手続を行います。 

 

 

 



 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 北方面からの来客に対し、敷地内掲示や看板、広告等によって

加古川市道市役所線から転回して来店する経路を禁止するなど

適切な来退店経路を周知徹底すること。 

２ 営業時間内に荷さばき作業を行う場合は、誘導員を配置し、来

客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時は、駐車場の出入口に交通整理員を配置し、安全かつ円

滑な出入庫を図ること。 

４ 建築物や屋外広告物については、周辺環境にふさわしい外観及

び形態に配慮したものとするとともに、グラスパーキングの導入

等による敷地内の積極的な緑化や、緑地の適切な維持管理に努め

ること。また、緑地の計画については、位置や樹種に配慮した効

果的な修景に努めること。 

 



議案４ 

 

１ 基本計画書内容（提出年月日 平成 30 年５月 21 日：根拠条文：条例３－１） 

名 称（新築等の区分）  ホームセンターアグロ飾西店 （新築） 

所在地 姫路市飾西字三反長 258 番地２ほか 

事業者 株式会社ホームセンターアグロ 

施設の用途 園芸・ガーデニング用品、家庭用品、日用品等 

開店時期、 着工時期 平成 31 年３月頃 、平成 30年９月頃 

施設面積 

（広域土地利用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対象面積） 
3,597 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の面積 3,251 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 3,597 ㎡ 、 9,367 ㎡ 

用途地域等 準住居地域、第一種住居地域 

駐車場の収容台数 

154 台(全体台数 154 台) ≧ 必要台数 154 台 

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 － 

営業時間  午前８時から午後９時まで 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、広域土地利用プログラムの「商業ゾーン以外」の地域で、床面積の上限が6,000

㎡であるが、計画店舗の床面積はこれを下回る3,597㎡である。 

○ 計画地は、姫路市都市計画マスタープランにおいて、一般住宅地として位置付けられてい

るが、幹線道路から沿道利用が可能な施設計画となっているため、特に支障がないと判断す

る。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 
 
 
 



 
 

（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数154台に対し、来客用駐車台数を154台確保する。 

〔指針式〕3.251千㎡×1,270人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率65％÷平均乗車人員2.0人/台 
×平均駐車時間係数0.798 ≒154台 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ ピーク１時間当たりの来店自動車台数 

〔指針式〕3.251千㎡×1,270人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率65％÷平均乗車人員2.0人/台 
≒193台 

○ 商圏（店舗を中心に半径2.0km）を４方面に分け、各方面別の世帯数比で193台／ｈを

各地域からの経路に配分する。 

ゾーン 
世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来 退 店 ピ ー ク 台 数 
（台／ｈ） 

①  3,737 37.9 73 

②  4,593 46.5 90 

③  709 7.2 14 

④  829 8.4 16 

計 9,868 100.0 193 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔平成29年10月15日(日)、16日(月)〕に、上記で算出した発生台数 

193台を加えて、交差点需要率及び車線別混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ 交通処理は可能と考えられる。 

 
（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１ 
（飾西高校前） 

 
平： 17時台 
休： 10時台 

0.231 0.199 0.258 0.216  

0.14 
0.27 
0.31 

0.12 
0.27 
0.24 

0.18 
0.28 
0.34 

0.16 
0.28 
0.27 

南流入右左折 
東流入直右 
西流入左直 

地点２ 
（飾西） 

 
平： 17時台 
休： 10時台 

0.444 0.363 0.571 0.488  

0.50 
0.27 
0.50 
0.58 

0.33 
0.22 
0.47 
0.59 

0.74 
0.33 
0.50 
0.74 

0.53 
0.29 
0.47 
0.75 

北西流入左直 
南流入直進 
南流入右折 
北流入右左折 

 
 
 



ウ 駐車場出入口の交通処理（右折出入庫）検討 

○右折出入庫の運用を行う出入口について、信号機のない交差点の交通容量の計算法（西

ドイツの計算法）により評価 
○出入口②の右折入庫にかかる遅れの指標は「遅れなし」、出入口①の右折出庫にかかる

遅れの指標は「大」であるが、平日で82台の余裕交通容量があるため、いずれも周辺交

通へ与える影響は軽微と考える。 

（主道路：県道姫路新宮線、従道路：出入口） 

出入口② 

  

入庫 

県道→出入口 

平日 

(17時台) 

休日 

(10時台） 

交通容量 845 915 

実交通量 30 30 

余裕交通容量 815 885 

遅れの指標 遅れなし 遅れなし 

 
 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地から概ね500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路以外

の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、白鳥小学校、白鳥幼稚園、飾西公園があるが、それら施設と十分な離

隔を確保しているため、与える影響はないと考える。 

 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する

配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○ 「姫路市都市景観条例」、「姫路市屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観との調和に努

めた計画とする。 
○ ｢兵庫県環境の保全と創造に関する条例｣に基づき、緑化基準に従い、敷地・建築物の緑化

を行う。 
＜必要緑化面積＞ 

9,367 ㎡ ×（100%－建ぺい率 60%) ×50% ＝ 1,873.4 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

1,672 ㎡（敷地）＋240 ㎡（壁面）＝1,912 ㎡ ＞ 1,873.4 ㎡ 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関等からの意見 

意見内容 事業者の対応 県の判断 

【姫路市】 

（都市計画の観点からの意見） 

・計画地の存する区域は、姫路市都市計画

マスタープランにおいて、一般住宅地と

して位置づけられており、都市計画の観

点から支障なしと判断する。 

 

（その他計画等に関する意見） 

 

 

・－ 

 

 

 

 

 

 

事 業 者 か

ら 対 応 す

る 旨 の 回

答があり、

意 見 を 有

しない。 

出入口① 

  

出庫 

出入口→県道 

平日 

(17時台) 

休日 

(10時台） 

交通容量 245 270 

実交通量 163 163 

余裕交通容量 82 107 

遅れの指標 大 大 



【用途地域に係る事項】 

・当該店舗面積は 3,251 ㎡であり、用途地

域は準住居地域及び第一種住居地域の

２種類の用途地域にまたがっている。そ

の際、建築物の制限は、過半の用途地域

となるが、添付資料ではどちらの用途地

域が過半であるか明確ではないため、建

築確認申請においてはどちらが過半に

なるか分かるようにされたい。 

【街並みづくり等への配慮に係る事項】 

・景観法に基づく景観計画区域内の行為届

出が必要である。 

・屋外広告物条例に基づく変更申請が必要

な可能性がある。（現状許可済） 

【廃棄物に係る事項（保管・運搬・処理）】 

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭

和四十五年法律第一三七号）第 12 条第

2項及び同法施行規則第8条（保管基準）

を順守し、適切に廃棄物を保管された

い。 

・同法第 12 条第 5 項（委託基準）を順守

し、適切な廃棄物処理業者に委託された

い。 

【駐車場に係る事項】  

・出口付近の構造について、当該出口から

2ｍ後退した車路の中心線上 1.4ｍの高

さにおいて道路の中心線に直角に向か

って左右にそれぞれ 60 度以上の範囲内

において、当該道路を通行する歩行者の

存在を確認できるようにされたい。（駐

車場法施行令第７条第１項第５号） 

 

・建築確認申請において、詳細な図面を提

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

・景観法に基づく届出を行います。 

 

・屋外広告物条例に基づく変更申請を行 

う予定です。 

 

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律を順

守し、適切に廃棄物を保管します。 

 

 

 

・また、委託基準を順守し、適切な廃棄物

処理業者に委託します。 

 

 

・出口付近については、駐車場法に準拠し

た視距の確保が可能となるよう計画し

ます。 

 

 

【兵庫県警交通規制課】 

１ 案内誘導看板等の設置について 

・案内誘導看板の設置箇所については、事

前に姫路警察署長と調整されたい。 

２ 来退店経路について 

・来店経路を周知するように広報を徹底さ

れたい。 

３ 店舗出入口への交通整理員の配置に

ついて 

・繁忙日等については、交通整理員を配置

し、交通の安全を確保されたい。 

・通学路に面していることから、通学時間

帯における学童保護対策を実施された

い。 

 

【道路保全課】 

 

 

・案内誘導看板を設置する際には、事前に

姫路警察署と事前協議します。 

 

・来退店経路については、オープン時のチ

ラシ掲載等によってお客さまに周知し

ます。 

 

・繁忙時には出入口に交通整理員を配置

し、安全確保に努めます。 

・出入口には一旦停止や左右安全確認を呼

びかける看板を設置します。また、「通

学路注意」の看板も設置し、注意喚起し

ます。 

 

 

事 業 者 か

ら 対 応 す

る 旨 の 回

答があり、

意 見 を 有

しない。 



・県道姫路新宮線の道路区域内において、

道路工事等を行うに際しては、事前に協

議等を行い、道路法に基づいて必要な手

続を行われたい。 

 

【総合治水課】 

・総合治水条例第 21 条第１項により、駐

車場などの広い土地を利用した施設に

ついては、雨水が浸透する舗装を施すな

ど、雨水を一時的に貯留し、又は地下に

浸透させる措置を講ずることに努めら

れたい。 

・総合治水条例第 21 条第２項により、工

場などの大規模な建物又は工作物につ

いては、その敷地又は地下に雨水を貯留

する設備を設置すること等により、これ

らの建物又は工作物に雨水貯留浸透機

能を備えることに努められたい。 

 

【都市政策課】 

・環境の保全と創造に関する条例では、建

築面積又はその敷地面積が 1,000 ㎡以

上の場合、同条例施行規則で定める緑化

基準に従い、当該建築物又はその敷地を

緑化しなければならない規定があるの

で留意されたい。 

・また、新築又は増築等に係る建築面積が

1,000㎡以上の場合、同緑化基準に従い、

建築物等緑化計画届を作成し、建築確認

申請前に提出されたい。 

・兵庫県まちづくり基本条例による事業者

の責務に基づき、地域と一体となったま

ちづくりを進める観点から、今後とも地

元と十分に話し合い、事業を展開された

い。 

・福祉のまちづくり条例では、新築建築物

はバリアフリーに関する整備基準に適

合させ、既存建築物は適合に努めなけれ

ばならない。（利用者の立場に立ち、誰

でも使いやすい施設となるよう「福祉の

まちづくりアドバイザー」が施設の点

検・助言を行うチェック＆アドバイス制

度を活用いただきたい。） 

・また、新築・既存にかかわらず、敷地内

建築物の延べ面積が 10,000 ㎡以上あれ

ば、バリアフリー情報を公表しなければ

ならないので、留意されたい。 

・県道姫路新宮線の道路区域内において、

道路工事等を行うに際には、事前に協議

し、道路法に基づいて必要な手続を行い

ます。 

 

 

・雨水の流出を抑制する対策として、駐車

場内のグラスパーキングを整備します。 

 

 

 

 

・電気設備(キュービクル)は、床を少し高

くし、浸水による被害を軽減する耐水機

能の維持に努めます。 

 

 

 

 

 

・環境の保全と創造に関する条例の緑化基

準に従い、緑地を確保します。 

 

 

 

 

・建築物等緑化計画届を作成し、建築確認

申請前に提出します。 

 

 

・地元自治会や近隣の方へは、事前説明を

行います。また、開業後において、問題

が発生した際には、解決に向け誠意をも

って対応します。 

 

・福祉のまちづくり条例を遵守します。な

お、本施設の延床面積の合計は 10,000

㎡未満です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【景観形成室】 

・本事業計画には、景観法、姫路市都市景

観条例、姫路市屋外広告物条例が適用さ

れます。 

・各法令に基づく基準等を遵守するととも

に、申請等必要な手続を適切に行われた

い。 

 

 

・景観法、姫路市都市景観条例、姫路市屋

外広告物条例の基準を遵守し、必要な手

続を行います。 

 

 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 繁忙時は、駐車場の出入口に交通整理員を配置し、安全か

つ円滑な出入庫を図ること。 

３ 店舗周辺の道路は通学路となっていることから、来客に安

全運転を周知し、歩行者等の安全な通行の確保に努めること。 

４ 建築物や屋外広告物については、周辺環境にふさわしい外

観及び形態に配慮したものとするとともに、グラスパーキン

グの導入等による敷地内の積極的な緑化や、緑地の適切な維

持管理に努めること。また、緑地の計画については、位置や

樹種に配慮した効果的な修景に努めること。 

 



議案５ 

 

１ 基本計画書内容（提出年月日 平成 30 年５月 22 日：根拠条文：条例３－１） 

名 称（新築等の区分）  （仮称）養父複合商業施設 （新築） 

所在地 養父市上箇字下河原 66番ほか 

事業者 ダイワロイヤル株式会社 

施設の用途 医薬品、日用雑貨等 

開店時期、 着工時期 平成 31 年春頃  平成 30 年９月頃 

施設面積 

（広域土地利用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ対象面積） 
1,822 ㎡ 

物品販売業を営む店舗の面積 1,642 ㎡ 

飲食店、映画館等面積 0 ㎡ 

延べ面積、敷地面積 1,822 ㎡ 、5,621 ㎡ 

用途地域等 都市計画区域外 

駐車場の収容台数 

65 台(全体台数 82台) ≧ 必要台数 65 台 

夜間駐車場の利用制限 無 制限後台数 － 

営業時間  午前９時から翌午前０時まで 

 

 

２ 重要事項 

（１）まちづくりに関する計画との整合に関する事項 県の判断 適 

 大規模集客施設に係る計画と県及び市町のまちづくりに関する計画との整合性 

○ 計画地は、広域土地利用プログラムが適用される区域ではない。 

○ 計画地は、養父市都市計画マスタープランにおいて生活拠点地区に位置付けられており、
土地利用の方針として、国道９号沿道については、地域の生活利便機能を支える商業・サー
ビス機能の充実を図ることとされているため、本計画については、特に支障がないと判断す
る。 

○ 以上により、本計画は県及び市のまちづくりに関する計画に整合していると判断する。 
 
 
 
 



（２）駐車需要の充足等交通に係る事項 県の判断 適 

① 駐車場に関する事項 

【必要駐車台数の算定・確保】 

指針に基づく必要台数65台に対し、来客用駐車台数を65台確保する。 

〔指針式〕1.642千㎡×1,051人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率80％÷平均乗車人員2.0人/台 
×平均駐車時間係数0.65 ≒65台 

② 道路交通への影響に関する事項 

【交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価】 

ア 店舗の新設により新たに発生する自動車台数と来退店経路の設定 

○ピーク１時間当たりの来店自動車台数 

〔指針式〕1.642千㎡×1,051人/千㎡・日×ピーク率14.4％×分担率80％÷平均乗車人員2.0人/台 
≒99台 

○商圏（店舗を中心に半径2.0km）を４方面に分け、各方面別の世帯数比で99台／ｈを各地

域からの経路に配分する。 

ゾーン 
世帯数 
(世帯) 

配分比 
（％） 

来 退 店 ピ ー ク 台 数 
（台／ｈ） 

①  357 30.0 30 

②  205 17.2 17 

③  504 42.4 42 

④  124 10.4 10 

計 1,190 100.0 99 

イ 交差点の将来ピーク時交通量及び交通の円滑性の評価及び対策 

○ 現況交通量調査〔平成30年４月１日(日)、２日(月)〕に、上記で算出した発生台数99

台を加えて、交差点需要率及び車線別混雑度の検討を行う。 

○ 信号交差点の交差点需要率、車線別混雑度は下表のとおり。 

○ 交通処理は可能と考えられる。 

 
（上段：交差点需要率、下段：車線別混雑度）        ※網かけは最大値を示す。 

調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点１ 
（広谷大橋北） 

 
平： 17時台 
休： 11時台 

0.218 0.200 0.240 0.231  

0.14 
0.14 
0.07 
0.13 
0.40 
0.05 

0.10 
0.12 
0.04 
0.11 
0.46 
0.04 

0.14 
0.18 
0.16 
0.16 
0.40 
0.05 

0.10 
0.15 
0.13 
0.14 
0.46 
0.04 

北流入直進 
北流入右折 
南流入左折 
南流入直進 
西流入左折 
西流入右折 

地点２ 
（上箇【東】） 

 
平： 17時台 
休： 11時台 

0.189 0.190 0.246 0.247  

0.21 
0.14 
0.04 
0.29 
0.08 

0.28 
0.13 
0.02 
0.28 
0.11 

0.24 
0.14 
0.07 
0.43 
0.09 

0.31 
0.13 
0.05 
0.43 
0.12 

北流入直左右 
西流入直進 
西流入右折 
東流入直左 
東流入直進 



調査地点 
現 況 予 測 下線部は 

経路上の車線 平日 休日 平日 休日 

地点３ 
（上箇【西】） 

 
平： 17時台 
休： 11時台 

0.199 0.173 0.208 0.182  

0.28 
0.29 
0.06 
0.17 
0.05 

0.22 
0.27 
0.03 
0.15 
0.07 

0.28 
0.29 
0.11 
0.20 
0.07 

0.22 
0.27 
0.09 
0.18 
0.08 

南流入直左右 
西流入直左 
西流入直進 
東流入直進 
東流入右折 

 
 

（３）道路以外の公共施設への影響に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の敷地から概ね500ｍ以内にある公園、緑地、下水道、河川等の道路以外

の公共施設に対する影響 

○ 計画地の周辺には、影響を与える公共施設はない。  

 

（４）景観形成に関する事項 県の判断 適 

当該大規模集客施設の立地する地域における伝統的景観、自然景観、街並みなど景観に関する

配慮及び公的計画（市町の景観に関する条例、建築協定、緑化協定等）の有無 

○「景観法」、「養父市景観条例」、「兵庫県屋外広告物条例」に基づき、周辺の景観との調

和に努めた計画とする。 
○ ｢兵庫県緑豊かな地域環境の形成に関する条例｣に基づき、緑化基準に従い、敷地・建築物

の緑化を行う。 
＜必要緑化面積＞ 

必要緑地面積：5,621 ㎡（敷地面積） ✕10%＝562 ㎡ 

＜計画緑化面積＞ 

491 ㎡（敷地）＋140 ㎡（壁面）＝631 ㎡ ＞ 562 ㎡ 

 

３ 条例第４条第１項の規定による関係行政機関からの意見 

意見内容 事業者の対応 県の判断 

[養父市] 

（都市計画の観点からの意見） 

・当該計画地は、養父市都市計画マスタープ

ランの生活拠点地区に位置付けられた地

区であり、土地利用の方針として、国道９

合沿道については、地域の生活利便機能を

支える商業・サービス機能の充実を図るこ

ととしている。 

・本計画については、特に支障がないと判断

する。 

 

（その他計画等に関する意見） 

・意見なし 

 

 

 

・－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 



［兵庫県警交通規制課］ 

１ 案内誘導看板等の設置について 

  右折出入庫を防止するための案内誘導

看板を設置するとともに、案内誘導看板の

設置箇所については、事前に養父警察署長

と調整されたい。 

２ 来退店経路について 

・来退店経路を周知するように広報を徹底さ

れたい。 

 

・右折来退店対策は、継続して実施されたい。 

 

３ 店舗出入口への交通整理員の配置につ

いて 

・繁忙日等については、交通整理員を配置し、

交通安全を確保されたい。 

・入口がカーブ付近に計画されていることか

ら、オープンから当分の間は、出入口に交

通整理員を配置し、交通の安全を確保され

たい。 

 

［総合農政課］ 

・事業予定地が農業振興地域内の農用地区域

と重複している可能性があるため養父市

へ確認すること(重複する場合、農地転用

は認められない)。 

 

［農地調整室］ 

・計画区域内には、農地が存している可能性

があり、その場合、事前に、農地法（昭和

２７年法律第２２９号）に基づく、農地の

転用等の手続が必要となる。 

・このため、事前に養父市農業委員会あて協

議されたい。 

・施設整備にあたっては、周辺農地の営農に

支障を来たすことのないよう、留意された

い。 

 

［道路保全課］ 

・県道養父宍粟線の道路区域内において、道

路工事等を行うに際しては、道路法に基づ

いて必要な手続を行うこと。 

 

［総合治水課］ 

・総合治水条例第 10 条により、浸水による

被害を発生させる可能性が高まる開発行

為を行う場合は、雨水を一時的に貯留し、

 

 

・出入口には右折入出庫禁止の看板を設

置します。また、広域誘導看板を設置

する際には、養父警察署と事前協議し

ます。 

 

・来退店経路については、オープン時の

チラシ掲載等によってお客さまに周

知します。 

・出入口には右折入出庫禁止の看板の設

置、出口の路面には左折矢印の標示を

行い、右折来退店対策を実施します。 

 

・繁忙時には出入口に交通整理員を配置

し、安全確保に努めます。 

・オープンから当面の間は、出入口に交

通整理員を配置し、安全確保に努めま

す。 

 

 

 

・養父市とは事前協議を行っており、農

業振興地域内の農用地区域と重複し

ていない事について確認済みです。 

 

 

 

・計画区域内には農地が存しており、農

地法に基づく、農地転用の手続中です

(7月末頃、手続完了予定)。 

 

・また、養父市農業委員会へは事前協議

済みです。 

・開業後、周辺農地の営農に支障を来た

すことのないよう計画します。 

 

 

 

・県道養父宍粟線の道路区域内におい

て、道路工事等を行う際には、道路法

に基づいて必要な手続を行います。 

 

 

・雨水の流出を抑制する対策として、駐

車場内のグラスパーキングを整備し

ます。 

 

事 業 者 か

ら 対 応 す

る 旨 の 回

答があり、

意 見 を 有

しない。 



雨水の流出を抑制する調整池の設置に努

められたい。 

・総合治水条例第 21 条第 1 項により、駐車

場などの広い土地を利用した施設につい

ては、雨水が浸透する舗装を施すなど、雨

水を一時的に貯留し、又は地下に浸透させ

る措置を講ずることに努められたい。 

・総合治水条例第 21 条第 2 項により、工場

などの大規模な建物又は工作物について

は、その敷地又は地下に雨水を貯留する設

備を設置すること等により、これらの建物

又は工作物に雨水貯留浸透機能を備える

ことに努められたい。 

・今回計画区域が浸水想定区域に含まれてい

るため、総合治水条例第 44 条により、建

物又は工作物の所有者等は、建物又は工作

物の床を高くし、建物等の機能の維持に重

要な電気設備等を高所に設置し、地階への

雨水の流入を防ぐ等の浸水による被害を

軽減する耐水機能を建物等に備え、その耐

水機能の維持に努められたい。 

 

［都市政策課］ 

・兵庫県まちづくり基本条例による事業者の

責務に基づき、地域と一体となったまちづ

くりを進める観点から、今後とも地元との

十分な話し合いによる事業の展開を求め

る。 

・福祉のまちづくり条例では、新築建築物は

バリアフリーに関する整備基準に適合さ

せ、既存建築物は適合に努めなければなら

ない。（利用者の立場に立ち、誰でも使い

やすい施設となるよう「福祉のまちづくり

アドバイザー」が施設の点検・助言を行う

チェック＆アドバイス制度を活用いただ

きたい。）また、新築・既存にかかわらず、

敷地内建築物の延べ面積が 10,000 ㎡以上

あれば、バリアフリー情報を公表しなけれ

ばならないので、留意されたい。 

 

［景観形成室］ 

・本事業計画には、景観法、養父市景観条例、

兵庫県屋外広告物条例、兵庫県緑豊かな地

域環境の形成に関する条例が適用される。

各法令に基づく基準等を遵守するととも

に、申請等必要な手続を適切に行われた

い。 

 

 

・敷地内の雨水枡は、浸透枡とし、雨水

の流出抑制に努めます。 

 

 

 

・また、電気設備(キュービクル)は、床

を少し高くし、耐水機能の維持に努め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地元自治会や近隣の方へは、事前説明

を行います。また、開業後において、

問題が発生した際には、解決に向け誠

意をもって対応します。 

 

・福祉のまちづくり条例を遵守します。

なお、本施設の延床面積の合計は

10,000㎡未満です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・景観法、養父市景観条例、兵庫県屋外

広告物条例、兵庫県緑豊かな地域環境

の形成に関する条例の基準を遵守し、

必要な手続を行います。 

 

 



［建築指導課］ 

・都市計画法第29条第１項に基づく開発許可

等の要否について、但馬県民局豊岡土木事

務所まちづくり建築第２課と協議・調整の

上、手続が必要な場合は所要の手続を行う

こと。 

 

 

・都市計画法第29条第１項に基づく開発

許可等の要否については、但馬県民局

豊岡土木事務所まちづくり建築第2課

と協議し、不要であることを確認済み

です。 

 

 

 

 

４ 条例第４条第２項の規定による知事の意見(案) 

知事の意見の有無 有しない。 

留意事項の有無 

次の留意事項を付記する。 

１ 敷地内掲示や看板、広告等によって来退店経路を周知徹底する

こと。 

２ 営業時間内に荷さばき作業を行う場合は、誘導員を配置し、

来客の安全確保に努めること。 

３ 繁忙時は、駐車場の出入口に交通整理員を配置し、安全か

つ円滑な出入庫を図ること。 

４ 建築物や屋外広告物については、周辺環境にふさわしい外

観及び形態に配慮したものとするとともに、グラスパーキン

グの導入等による敷地内の積極的な緑化や、緑地の適切な維

持管理に努めること。また、緑地の計画については、位置や

樹種に配慮した効果的な修景に努めること。 

 


